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バリ・チューバアンサンブルに関する一考察（その２）
—個人レッスンと教則本の用途に関連して—
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ン・バティスト・ロラン・アーバン（Joseph jean Baptiste Laurent Arban, 1825-1889）が、ピストン式コ
ルネットとサクソルン（1843年頃ベルギーの管楽器製作者アドルフ・サックスによって考案された金
管楽器群、当時の楽器は７種類製作され、円錐状の管を持ち、三本のピストンが設置されている）の
ためのメソッド（Grande méthode compléte pour cornet á pistons et de saxhorn）として出版したものであ
る。現在は《アーバン金管教則本》として知られ、「トランペットのバイブル」と呼ばれるようになる
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